
19.国有林における採種林の害虫防除

!試験担当者

本場保题部昆虫第一研究室長 山 田 房男 ほか

』嚥道支場促後部昆虫研究室長 山 □ 樓昭 ほか

関西支场 〃昆虫研究室長 小 林 富士雄 ほか

四国支圾侪護•研究室 越 留 鬼志夫

九州支埸保護部昆虫所究室畏 森 本 桂 ほか

木唇分場保極研究室 小 沢 孝弘

浅川実験林天敬微生物研究室長 片 桐 一正 ほか

2.試験目的

採務園,採掠林において,とくに針莱樹の新梢,球果,超子等1て対する虫嚳^若しい。これら 

の害虫相,主蓼頂の生活史,向じく有効な防除法を明らかにして,熒良林木超子の生産に寄与す 

ることが,この試験研究の目的である。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

。本 塲

種の検索:

マッ類の梢或いは球根に加害する小蜷類(まつのしんくいむし)として,関束地方では,マ 

ツノシンマダラメイガ,マツヅアカシンムシ,マッツマアシン厶シの3敏が知られていたが 

本研究開始後マツアカマダラメイガ,マットビマダラシンム、ン,マツァカシンムシが破毋さ 

れ,とくにマットビマダラシンムシは大害を与えていることがわかった。

生娘萸査:

関東姫方における「まつのしんくいむし」のうち床要整と考えられるマツノシンマダラメイ 

ガ,マツヅアカシンムシ,マットビマダラシンムシ,マッツマアカシンムシの野外における 

発生鮮過を知ることが出来た。

防除試験：

従来,薬剤防除が困!Kとされていた「まつのしんくいむし」忙対しても,その阪をしらべ 

成虫発生期を知ることが出来れば.低毒性燃剤筈の？L剤を散布することによって,防除が可
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・であることがわかった。

〇北海避支場

1)採種園の害虫として,夕張のトドマツ採翊闽に発^しているハマキガ類についてその分布, 

被害経過,被害度を諛充,あわせて興剤防除武族を実施した。

2 )球果寒虫としてこれまで忙脚,余市,夕張,上芦別,柚山準のトドマツ球果Kついて, 

加害害虫ごとに,その加害時期,加害の瞥赦を明らかにした。

〇関西支場

!マツの落下球果調査

関西林木育秘場および支埸構内において.定期的に密下球果を採取し,原因別に髀査した。 

落下羽は支•場で1.9 ～13. 4 % ,育稗場で1Z 2 ～ 2 7. 4务でいずれも虫碧によるものが 

主であった〇

2.マッ採祠園の薬剤吸布試験

間西林木育趋場で球果穿入害虫の予防敝布試廠ft税鄭と共同で行なった。一昨年度は6 

回故布の顒若な効果を確昭したので昨年度はBHC ,スミチオン乳剤の2 , 4 , 6回枚別試 

験を行なった。その結果•2回散布でも,やや不安定ながら有効らしいことが統められた。

〇 四国支埠

! 若いクロマツ林での小が類Kよる被害種の分布勤,分布構造の調査解析

2. 瞰園でスギ,ヒノキ・マツ据1の樹木と球果の皆虫諛査

5.アカシャ類を加害するミノガ類の密度,被罟景准定のための予鏡調査,1部は第7 9回日 

林大会で発表する。

4. オオミノカの谗卵故の調布

5. ミノガ!ffiの食颇をフサアカシャ,ス・,ヒノキを食草として鴻<査

6. ミノガ類の時期別の幼虫の大きさと死亡要因を訓査した。結果,天敵こん虫は寄生ばえと 

寄生ばち(7稲),病原微生物では核却多角体ウィルスによる死亡が多かった。

7. ミノガ類に対する徴生物による防除試魚を浅川突験林天敵微生物研究窦と共冋で実施

8. マッ類でこん虫の密度•被喪衆推定のための諛音を実施

〇 挪支埸

Iマッのシンクイムシ類の各穫について,各ク〇ーン間の耐虫性を枠内放厩法で比絞した。 

この結果,7•カマッよりもクロマツぼ皴害が大きい傾向が的められたが,クローン間では強 

弱の関係が明瞭でなかった〇
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〇木何分場

步野県内に造成されている採頑園のうちとノキ,アカマツ,カラマツ,スギの各採君毗個 

査し,弱在まで性次の害虫類を検案した。

(ヒノキ) ウリハムシモドキ,スギドクガ

(アカマツ) マツノメムシ,アカマツハマキ,マツバノタマパエ,マツヅアカンンムシ

マッオオアブラ,マッノシンマダラメイガ

(カラマツ) カラマツヒメハマキ,カラマツッッミノガ,カラマツハダニ,

カラマツマダラメイガ,カラマツタネバエ

(ス ギ) スギメムシガ

以上の中,核害の大きいヒノキのウリハムシモドキw・ついて畿狩を行ない,生熙,生活史を

究明し,防除試験を行な〇た。

本預は年1回の発生で,7月上旬より8月中旬Kヒノキ針葉の加害がみられた。防除は成虫 

K対するアルドリン乳剤の散布に卓効び踞められた。

〇没川実験林

東京営林局賞内の各地より主としてマツのShont mott倾を採樂し,またその死亡因を 

諏ぺた結果すくなくとも5種の糸炊蔺が強力な病原性をもっていることがわかった。またとこ 

ろ行より細菌によると思われる軟化病が髙率にみとめられた。

4.昭和4 5年度の試験計画

〇 本 場

(I)松類の球衆•新W雲虫の検索

(il!まっのしんくいむしの防除試験

(iil)スギ球果の虫害部杳と雲虫胛査

flv)スギカサガの生活姗杳

(V)まつのしんくいむし,スギカサガの室内飼資,実験

〇北海道支埸

(1)トト•マツ球果害虫の加嵌縛通,被害髭の翳杏

(2i各地城の裱害球果の害虫相の検索

〇现西支堤

t マッの落下球果灌査
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引き続き関西種場,支場搆内で定期的忙即査を行なう。

2.マッ採種林の薬剤試験

I
 関西奇陝において回敷別試驗を行なう。

5.スギ•ヒノキの球果,慣子害虫洲奋

央態冥杏を育狎毋山陰支場ほか各址で行なう。

〇四国支場

1.マッハカレハの卵,幼虫,さなぎの分尚型と經冬幼虫の密度の推定のための課査

2 マッカレハの幼虫の頊存伝の測定方法の綁曲

3.ミノガ類幼虫の食棄妳瀏査

4.ヒノキのせん孔虫の種類と加害状態の狒杳

5.天故こん虫,病原徴生物検索のための濟査

〇如W支蝴

1.枠内放置法で産明習性の御査

2.クローン間の被害率を比較

5.トランブによる天敵と害虫の発生消授即査

〇木食分場

比戟的慢照のあるアカマツ採稀林の諛斉を主忧行なう。

!マツノシンクイムジ類の譯碧:(発生分布と防除)

2.マツノ メムシの諏杏 (生態調套と防除)

5その他各種害虫の防除試験

〇洌II灾统

咋年までの分墾蕉の病原性を砌するとともにそれらの歯を用いて,」、規模なる野外接’種試験 

を試み害.虫防除に利用の可能性を検紂する。
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